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まとめ

背景・目的

➀ 漂白処理したトマト栽培後残渣と食品廃棄物の混合培地はセルラーゼ生産培地としてに有用
であることが明らかとなった。得られるセルラーゼ活性値は、他報告と比較すると、高い傾向が見
られた。

今後の展望
本研究で得た固体培養法によるセルラーゼ生産に関する一連の知見を、酵素製造装置を
用いたさらなる高活性セルラーゼ製造法の確立に生かす。また、本方法を基盤として他の
有用産業用酵素製造に応用する。

【地域共同研究助成】

グルコース糖化液

農業廃棄物
(トマト栽培後残渣)

＋

食品廃棄物

酵素(セルラーゼ)

減容化

固体培養・発酵
(酵素生産)

栄養源
として利用

酵素生産カビを接種

トマト栽培後残渣と
食品廃棄物の混合固体培地

産業利用へ

酵素製造装置による
スケールアップ

酵素による分解

一部液化

産業利用へ

植物・食品廃棄物の
有効利用および減容化

有用化学物質製造

農業・食品製造業
への利益還元

＋

＋
検討項目

●フラスコスケールによるセルラーゼ生産好条件の探索
●酵素製造装置によるセルラーゼ生産試験
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表 固体培養法を用いた種々の植物性バイオマスからのセルラーゼの製造

図2 トマト栽培後残渣と食品廃棄物の混合培地を利用したT. reeseiによるセルラーゼ生産における種々の活性値 

(CMCase(CMC)活性、β-Glucosidase(-GL) 活性およびXylanase活性)

図1 トマト栽培後残渣と食品廃棄物の混合培地を利用したT. reeseiによるセルラーゼ生産活性
(Filter Paper Unit (FPU)活性：セルラーゼの総合活性)

図3 トマト栽培後残渣と食品廃棄物の混合培地を利用したT. reesei接種後の培地形態の経日変化写真

●酵素製造装置によるセルラーゼ生産試験

② 一般的な培地である麦わらを培地として用いた酵素製造装置によりセルラーゼ生産を確認した。

初期含水率60%

結果については非公開
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